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横
浜
に
来
た
ト
ー
マ
ス
・
イ
ズ
メ
イ

英
ホ
ワ
イ
ト

・
ス
タ
ー

・
ラ
イ
ン
の
中
興
の
祖
ト

ー
マ
ス

・
イ
ズ
メ
イ
は
１
８
６
９

（明
治
２
）
年
、

リ
バ
プ
ー
ル
に
オ
セ
ア
ニ
ッ
ク
　
ス
テ
ー
ム

・
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
社
を
設
立
し
た
。
新
会
社
は
ホ
ワ
イ
ト

・
ス
タ
ー

・
ラ
イ
ン
の
名
で
広
告
さ
れ
た
の
で
、
こ

の
ほ
う
が
正
式
社
名
よ
り
有
名
に
な

っ
た
。

設
立
と
同
時
に
ト
ー
マ
ス
は
、
大
西
洋
横
断
航
路

に
投
入
す
る
新
タ
イ
プ
の
汽
船
４
隻
を
ベ
ル
フ
ア
ス

ト
の
ハ
ー
ラ
ン
ド
＆
ウ
オ
ル
フ
社
に
発
注
し
た
。
３

７
０
７
総
ト
ン
の

「オ
セ
ア
ニ
ッ
ク
」
と
、
同
型
船

３
隻
で
あ
る
。
以
後
、
同
社
の
お
も
な
客
船
は

ハ
ー

ラ
ン
ド
＆
ウ
オ
ル
フ
社
で
建
造
さ
れ
た
。

「
オ
セ
ア
ニ
ッ
ク
」
は
近
代
客
船
の
原
型
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ま
で
船
尾
部
に
設
け
ら
れ
て
い
た
１

等
客
室
と
ダ
イ
エ
ン
グ
サ
ロ
ン

（食
堂
）
を
船
体
中

央
部
に
配
置
し
た
の
は
、
こ
の
船
が
最
初
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
ス
ク
リ
ュ
ー
推
進
に
よ
る
不
快
な
振
動

が
気
に
な
ら
な
く
な

つ
た
。
蛇
日
を
ひ
ね
る
と
真
水

が
出
る
洗
面
台
も
客
室
に
備
え
ら
れ
た
。

１
８
７
５

（明
治
８
）
年
、
「
オ
セ
ア
ニ
ッ
ク
」
は

僚
船
２
隻
と
と
も
に
、
オ
ク
シ
デ
ン
タ
ル
＆
オ
リ
エ

ン
タ
ル
汽
船
会
社

（０
＆
０
社
）
に
チ
ャ
ー
タ
ー
さ

れ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
～
横
浜
～
香
港
の
大
平
洋

航
路
に
転
じ
た
。
Ｏ
＆
０
社
は
大
平
洋
航
路
の
運
航

を
目
的
に
、
米
国
の
鉄
道
企
業
家
が
主
体
に
な
り
、

ホ
ワ
イ
ト

・
ス
タ
ー
と
提
携
し
て
設
立
さ
れ
た
会
社

で
あ
る
。
本
社
は
ロ
ン
ド
ン
。
士
官
は
英
国
人
で
、

ク
ル
ー
は
香
港
で
展
っ
た
清
国
人
で
あ

っ
た
。

「
オ
セ
ア
ニ
ッ
ク
」
が
リ
バ
ブ
ー
ル
か
ら
、
ス
エ
ズ

運
河
、
香
港
、
横
浜
を
経
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に

回
航
さ
れ
た
の
は
同
年
４
～
６
月
で
あ
る
。
旅
客
を

乗
せ
て
の
航
海
だ

っ
た
。
ト
ー
マ
ス

・
イ
ズ
メ
イ
も

妻
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
乗
船
し
た
。
同
船
が

横
浜
に
寄
港
し
た
の
は
６
月
１１
～
１２
日
。
イ
ズ
メ
イ

夫
妻
は
上
隆
し
て
横
浜
見
物
を
し
た
は
ず
だ
。

と
も
あ
れ
、
世
界
各
船
史
上
の
超
有
名
人
と
有
名

船
が
横
浜
を
訪
れ
て
い
る
と
い
う
史
実
は
、
記
憶
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
同
船
は
こ
の
と
き
、

横
浜
～
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
１６
日
１０
時
間
と
い
う

画
期
的
な
短
日
数
で
航
海
し
た
。

東
洋
汽
船
が
わ
ず
か
９
万
ド
ル
で
入
手

「波
斯
九
」
の
前
身

「
コ
プ
テ
イ
ッ
ク
」
と
姉
妹
船

「
ア
ラ
ビ

ッ
ク
」
は
、
Ｏ
＆
０
社
の
大
平
洋
航
路
就

航
を
目
的
に
、
本
ワ
イ
ト

・
ス
タ
ー
が
建
造
し
た
汽

船
で
あ
る
。
「
オ
セ
ア
ニ
ッ
ク
」
の
拡
大
型
と
い
え
る

が
、
１０
年
後
の
誕
生
だ
け
に
サ
イ
ズ
が
大
き
く
、
船

体
も
鉄
製
か
ら
鋼
製
に
代
わ

っ
て
い
る
。

「
コ
プ
テ
ィ
ッ
ク
」
の
竣
工
は
１
８
８
１
（明
治
１４
）

年
。
東
洋

へ
の
回
航
の
前
に
、
リ
バ
プ
ー
ル
～
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
大
西
洋
航
路
を
２
往
復
し
た
。
処
女
航

海
を
指
揮
し
た
船
長
は
エ
ド
ワ
ー
ド

・
ス
ミ
ス
。
あ

の

「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」
沈
没
時
の
船
長
で
あ
る
。
１

８
８
４

（明
治
１７
）
年
に
は
、
ホ
ワ
イ
ト

・
ス
タ
ー

と
豪
州
海
域
を
支
配
す
る
英
社
と
の
合
弁
運
航
に
参

加
し
、
英
国
～

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
～
南
米
～
英
国

の
東
航
世
界

一
周
航
路
に
就
航
し
た
。

１
８
９
４

（明
治
２７
）
年
に
は
主
機
を
コ
ン
パ
ウ

ン
ド
汽
機
か
ら
３
達
成
汽
機
に
換
装
し
た
。
翌
年
、

「
オ
セ
ア
ニ
ッ
ク
」
の
撤
退
に
と
も
な
い
太
平
洋
航

路
に
復
帰
。
１
９
０
６

（明
治
３９
）
年
ま
で
同
航
路

に
あ

っ
た
が
、
同
年
末
、
米
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

・
メ
イ

ル
社

（Ｐ
Ｍ
社
）
の
手
に
渡
り

「
ベ
ル
シ
ア
」
と
改

名
、
引
き
続
き
太
平
洋
を
往
復
し
た
。
ち
な
み
に
１

８
９
７

（明
治
３０
）
年
、
Ｏ
＆
０
社
時
代
の

「
コ
プ

テ
ィ
ッ
ク
」
に
東
洋
汽
船
の
浅
野
総

一
郎
が
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
横
浜
ま
で
乗
船
し
て
い
る
。
太
平

洋
航
路
の
開
設
交
渉
で
渡
米
し
た
帰
途
で
あ

つ
た
。

東
洋
汽
船
が
同
船
を
わ
ず
か
９
万
ド
ル
で
入
手
し

「波
斯
丸
」
の
名
で
香
港
～
横
浜
～
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
に
投
入
し
た
の
は
、
第
１
次
大
戦
中
の
１
９
１

５

（大
正
４
）
年
で
あ
る
。
東
洋
汽
船
は
同
じ
Ｐ
Ｍ

社
の
１
万
総
ト
ン
型
の

「
コ
ン
ア
与
サ
イ
ベ
リ
ア
」

を
２
隻
４
０
０
万
ド
ル
で
買

っ
て
い
る
。
老
朽
船
と

は
い
え
９
万
ド
ル
は
安
い
。
大
戦
末
期
に
は
、
米
国

の
要
望
を
受
け
、
軍
用
描
隊
の
１
隻
と
し
て
米
国
将

兵
を
フ
ラ
ン
ス
ヘ
輸
送
す
る
軍
務
に
従
事
し
た
。

大
戦
後
は
太
平
洋
に
復
帰
。
老
骨
に
鞭
打

っ
て
頑

張

っ
た
が
、
新
鋭
大
型
船
に
対
抗
で
き
な
か

つ
た
。

１
９
２
２

（大
正
１１
）
年
に
は
、
新
設
の
神
戸
～
ジ

ャ
ワ
航
路
に
転
じ
た
。
そ
の
後
、
横
浜
に
係
船
。
１

９
２
６

（昭
和
元
）
年
、
大
阪
で
解
体
さ
れ
た
。
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